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様式1-4-2 (2022-1) 

令和4 年度研究開発成果概要書 

 

採 択 番 号    22006 

研究開発課題名  データ連携・利活用による地域課題解決のための実証型研究開発（第3 回） 

副 題    未来型住宅団地におけるサービス連携プラットフォーム 

 

（１）研究開発の目的 

住民同士、地域商店街、自治体との連携、ネットワークを介した勤務先との連携、IoT 機器との

連携、街の情報との連携といった、住民を取り巻く多様な人、街、施設、機関、自治体等の様々

なプレイヤーが提供するサービスを、オンライン、実世界問わず連携するためのプラットフォー

ムを実現する。 

 

（２）研究開発期間 

    令和2 年度から令和4 年度（3 年間） 

 

（３）受託者 

学校法人東洋大学＜代表研究者＞ 

株式会社横須賀テレコムリサーチパーク 

 

（４）研究開発予算（契約額） 

令和2 年度から令和4 年度までの総額30 百万円（令和4 年度10 百万円） 

※百万円未満切り上げ 

 

（５）研究開発項目と担当 

    研究開発項目１ サービス連携プラットフォームを活用したサービス連携実証 

研究開発項目1-1 実サービスのプロファイル整備 

 （東洋大学情報連携学学術実業連携機構） 

研究開発項目1-2 実証向けアプリケーション構築・実証 

 （株式会社横須賀テレコムリサーチパーク） 

 

    研究開発項目２ IoT-Aggregator を活用した IoT 機器連携実証 

研究開発項目2-1 IoT 機器プロファイル整備 

 （東洋大学情報連携学学術実業連携機構） 

研究開発項目2-2 実証向けアプリケーション構築・実証 

 （株式会社横須賀テレコムリサーチパーク） 

 

    研究開発項目3 実サービスと IoT 機器とを組み合わせた連携実証 

研究開発項目3-1 プロファイル整備 

 （東洋大学情報連携学学術実業連携機構） 

研究開発項目3-2 実証向けアプリケーション構築・実証 

 （株式会社横須賀テレコムリサーチパーク） 
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（６）特許出願、外部発表等                     

  累計（件） 当該年度（件） 

特許出願 
国内出願 0 0 

外国出願 0 0 

外部発表等 

研究論文 0 0 

その他研究発表 7 2 

標準化提案・採択 0 0 

プレスリリース・報道 5 5 

展示会 3 1 

受賞・表彰 0 0 

         

    

（７）具体的な実施内容と最終成果 

研究開発項目１：サービス連携プラットフォームを活用したサービス連携実証 

本項目では、実世界のサービスをプロファイルとして記述するための方式の確立と、その検証

を実施することを最終ゴールとした。このプロファイル記述によって、サービスと連携したア

プリケーションを構築する開発者は、プロファイル内で機械可読な形式で記述された API を利

用することで、サービスの提供者が異なって API 形式や取り得るパラメータが変更になったと

しても、アプリケーションの改修を行うことなくサービス連携を行うことを目指した。 

赤羽台団地周辺で展開されているサービスを想定して、宅配サービス、クリーニングサービ

ス、および飲食店のテイクアウト予約サービスを具体例としてプロファイルの記述を試行した。

その際、プロファイルは、サービスの種別ごとに標準 API を定義可能とし、各サービスはその

標準API とサービスの提供するAPI との変換ルールを記述した。また、変換ルールを記述する

際に、プログラム実行環境を含む仮想環境のイメージを指定できるようにすることで、アプリ

ケーション開発者が自由なプログラミング言語を利用して変換ルールを記述できるようにした。

さらに、API のパスを統一することで、API が提供する機能の一覧の取得を容易化した。 

宅配サービスとクリーニングサービス、宅配サービスと飲食店のテイクアウト予約サービス

を組み合わせたシナリオを、実際の店舗・配送サービスを利用して実証し、定義した標準 API

を通してサービスの機能を呼び出し可能であること、標準 API を通したサービスの機能の組み

合わせでサービスが実現できることを確認した。 

 

研究開発項目２：IoT-Aggregator を活用した IoT 機器連携実証 

本項目では、様々な IoT 機器のAPI を定義するにあたり、照明、空調など、同様な機能を提

供する機器のAPI が、メーカーや型番等により異なっていても、共通のAPI で利用できること

を最終ゴールとした。 

トロンフォーラムで整備されているプロファイルを拡張し、柔軟性と記述の簡易性を向上さ

せた。サンプルとして照明、空調、電気錠、電動ブラインド、宅配ロッカーを例にプロファイル

を記述して、API を機械可読な形式で記述できること、プロファイルで定義した API を通して

機器にアクセス可能なことを確認した。また、開発するベンダーの異なる IoT 機器を計 60 点

以上選定し、IoT-Aggregator を経由した連携を行うアプリケーションを3 件構築した。 

東洋大学赤羽台キャンパス（INIAD Hub-1）内に設けた予備実験フィールドにて、様々な機

器を設置できるような環境を整備した。この環境を元に、IoT スイッチと照明・空調・カーテン

の連動と、ジェスチャーによる情報案内に関する連携のシナリオを検討し、これらの実証を行

った。 

 

研究開発項目3：実サービスと IoT 機器とを組み合わせた連携実証 

本項目では、研究開発項目 1 と研究開発項目 2 で確立した方式を元に、実際に IoT 機器と

実サービスとを連携したアプリケーションを構築し、その過程でこれまでに行った内容をより

改善し、プラットフォームの仕組みをより高度化することを目指した。 
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実際の住宅団地内における住居で予定している実証実験に向けて実サービスと IoT機器のプ

ロファイルについて検討した。Open API Specification(OAS)で記述されたプロファイルに

IoT-Aggregator との接続に必要なアノテーション(注釈)を加えることで、OAI 仕様に則った

オーサリングツールを用いて容易にプロファイルの生成を可能とした。 

上記をふまえて、「宅配クリーニングサービス」「飲食店の商品宅配サービス」「インフォメー

ションミラー」の3 つのアプリケーションを実現し、実証した。 

 

（8）研究開発成果の展開・普及等に向けた計画・展望 

今後は Open Smart UR 研究会を通して、実際の住宅団地への普及に向けた取り組みを行

っていくとともに、トロンフォーラム、IoT サービス連携協議会、およびビジネスプロデュー

サーとして参画しているユーシーテクノロジ株式会社によって、他のスマートビル・スマート

ハウス等への普及展開に向けた取り組みを進めていく予定である。 

社会実装に向けては、Open Smart UR 研究会を通じて継続的に実証を繰り返し、社会実装

に向けた取り組みを進めている。また、得られた研究成果については、すでに様々な仕様の標

準化を実施しているトロンフォーラムにおいて標準化の検討を進めている。 


